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おおのみ

自然愛好牟｣
新しい添え虻蛎lを歩く

5日お目(±) 12時eD分発､会員為名と広報編集酉員

他岡誠一さiLとで､自然愛好会としては4回目の添虻臓l歩き

でした｡今回はと子峠から長沢へ下る/し-トで､入り口から
｣ノは平坦な落葉道を歩くこと5)分で海目庵跡へ着きました｡弘

法大師かここで胃を眺めたのか-. ･t苔むした遍路墓やコナ

ラの大7KtZ往時か偲ばれますo展望か矧サた横道で【よ眼下

はるか双名農か望め､ここで喉を潤し､尾膿を下りはじめま

した. ｢よう若いお題措きFL(Z会うのl乙今日はちっとも登っ

て来る人がおらんねえoJTlとと話しながらの下り温｡町内草

刈りボランティアの人々の名札か派の硬につるされていまし

たか､亦当tZきれいに整備されていて気持ちよく歩けました｡

岡山､広島､愛知のお題拓さjLの名札も貝かけました｡国道

を通る車の毒を聞きTjからの下り鳳よ｢台風の矧Zlよ大水

の出る松とTjるのかTj:｣と想像するようTj道でした｡

高逓道路=事の行われている闇辺は風景か-変しており､

ここから新道で､乗屋が建っています｡大野貝から下りて来
~　た旧道か左に貝えておりますo再び､喉を潤し､ 2あの急Tj:

ー脂段を下りますガ､ひさの痛い人rZはとてもこたえる急勾配

の階段でした.高極道の下を抜けて､長胴の登りロへ到着し

たのか､ 75時70分.東屋

｢酔宍蓉｣でINThL､ /i

スでの帰り道となりまし

た｡弘法大師の修行を偲

び､俳人山頭火も歩いた

という流出鵜L歩きは､

7k勺のIJt鳥たちのさえず

りと価に染み入る大自然

の中で､確かに何かを自

与引こも問いかけてみたく

Tj:る一歩一歩でしたo

おおのみ自然愛tlf会

会長　田上庄吉
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